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四国中部の観測点の非定常地殻変動時系列と計算値
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御前崎　電子基準点の上下変動
水準測量と GNSS 連続観測

掛川に対して, 御前崎が沈降する長期的な傾向が続いている.

掛川Ａ (161216) -御前崎Ａ (091178)

○：GNSS 連続観測（GEONET 月平均値）

・ GNSS 連続観測のプロット点は，GEONET による日々の座標値（F5：最終解）から計算した値の月平均値．最新のプロット点は
2/1～2/4の平均．

・ 各プロットの色は配色図の電子基準点の色と対応する．
・ 灰色のプロットは電子基準点の最寄りの水準点の水準測量結果を示している（固定：140-1）．

※ 1 電子基準点「御前崎」は 2009 年 8月 11日の駿河湾の地震 (M6.5) に伴い，地表付近の局所的な変動の影響を受けたと考えられる
が，地殻変動との区別が困難であるため，補正は実施していない．

※ 2 2010 年 4月以降は，電子基準点「御前崎」をより地盤の安定している場所に移転し，電子基準点「御前崎Ａ」とした．上記グラフ
は電子基準点「御前崎」と電子基準点「御前崎Ａ」のデータを接続して表示している．

※ 3 2017年 1月 30日以降は，電子基準点「掛川」は移転し，電子基準点「掛川Ａ」とした．上記グラフは電子基準点「掛川」と電子基
準点「掛川Ａ」のデータを接続して表示している．

【長期間の上下変動】

161216

140-1

10150

Ａ

「固定局：掛川 A（161216）」
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紀伊半島及び室戸岬周辺電子基準点の上下変動

潮岬周辺及び室戸岬周辺の長期的な沈降傾向が続いている.

鵜殿 (950316) -Ｐ串本 (02P208)

安芸 (950442) -室戸４ (031122)

○：GNSS 連続観測（GEONET 月平均値）

・ GNSS 連続観測のプロット点は，GEONET による日々の座標値（F5：最終解）から計算した値の月平均値である）．
（最新のプロット点：2/1～2/4の平均値）
・灰色のプロットは電子基準点の最寄りの水準点の水準測量結果を示している（固定：J4810、5164））．

※ 1 2021/2/2に電子基準点「安芸」のアンテナ更新及びレドーム交換を実施した）．

国土地理院
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